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古式婚礼の形式と本質的意味 

荒木 正見 

 

 この論文では、いわゆる古式婚礼の本質的意味を考察する。特にその形式と、それぞれ

の内容に関してその起源を再考察することで、古式婚礼の意味を浮かび上がらせる。 

 

 

１．婚礼の本質的意味 

 

まず前もって、一般的な結納～婚礼の儀に至る流れや形式的意味を分析すると、常識的

に以下の本質的意味が指摘される。 

 

① 結びの意味。＝個人と個人の結びに発して、家族と家族、さらに、民俗学的歴史的には、

村と村、種族と種族の結びの意味。 

② 生存の意味。＝平穏、長寿を意味する食品を媒介することで、食のエネルギーを吸収し、

子孫繁栄を願い実行することで、種としての人類全体の生存を祈念する。 

③ 文化的伝承の意味。＝文化の根本は、究極の危機管理だといえる。それは、以下に述べ

るように、多様性の倫理学的意味から導かれる。すなわち、多様性は人類に特に際立つ

危機管理である。人類は他の生き物に比べ圧倒的なコミュニケーション能力を有し、そ

れゆえに生き延びてきたが、その場合、どのような危機が迫ってもそれに対応できる誰

かの知恵が必要になる。その知恵は、危険が特殊であればあるほど、日ごろはそれと気

づかぬ特殊な知恵、多くの場合研究者や芸術家が自分の興味のままに追及しているテー

マであったり、個性を有する人（実はすべての人）が保持している事柄であったりする。

もちろんどのような事柄も、知識として知ることが必要ではあるが、実行すると人類が

滅ぶ方向にあるのかそうでないのかという、共通、普遍的な真の生存の知恵と共に知ら

なければならない。いま、結納～婚礼の儀において、儀式という形式の保存とともに、

時代、地域、個々の場合による改変、さらに、管弦、謡、などの出し物を随時儀式に伴

うことで、儀式を軸とした総合的文化を伝承することになる 

④ 人格的完成の意味。＝物語研究では、口承文学における結婚は人格の完成を意味する（＝

「一寸法師」「白雪姫」など）。そのことを自覚すべき通過儀礼としての儀式を意味する。 

 

以下、このような前提が古式婚礼の形式と意味を考察する中でどのように具体化してい

るのかを考察する。 

 

 

２．古式婚礼 
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 今日、古式婚礼や古式結婚式が見直されようとしている。古式婚礼の定義として、厳密

なものはないが、歴史を紐解けば、明治時代にキリスト教会の方式による結婚式が導入さ

れてから、結婚式の形式が変わったといえる。従って、江戸時代までの結婚式、婚礼を古

式婚礼と理解しておく。このような古式婚礼は、地域差が大きく、決定的な形式があると

はいえない面もあるが、多くの場合、家庭もしくはそれに類する場所で行われ、おおむね

以下のような段取りと形式は最低限踏まえてきたといえる。 

 現実的にはそれぞれの状況でさまざまな儀式や習慣が指摘されるが、おおまかな枠組み

として、重要な儀式としての、結納と、婚礼の儀式とに分けられる。いうまでもなく前者

は、結婚を取り決める儀式であり、後者は結婚式そのものである。 

 それぞれは以下のような形式や歴史を持つ。 

 

 

３．結納 

 

 まず結納であるが、形式的な意味での婚礼の開始であり、双方に結婚の責任が生じる契

機となる。その原点は、男性側が酒肴（ゆいもの）を持参して両家で飲食を共にするとこ

ろにあったとされる。 

 その起源としては、4～5世紀頃、仁徳天皇の皇太子（履中天皇＝仁徳天皇 24年（336年）？ 

- 履中天皇 6年 3月 15日（405年 4月 29日）、第 17代天皇[在位：履中天皇元年 2月 1日

（400年 3月 12日） - 同 6年 3月 15日（405年 4月 29日）]）が黒媛（くろひめ）を妃

に迎える際に納采をしたことがそのはじまりとされる。 

「八十七年の春正月に、大鷦鷯天皇（おおささぎすめらみこと）崩り（かむあがり）まし

ぬ。太子（ひつぎのみこ）、諒闇（みものおもひ＝喪）より出（い）でまして、未だ（いま

だ）尊位（たかみくら）に即（つ）きたまはざる間（あひだ）に、羽田矢代宿禰（はたの

やしろのすくね）が女（むすめ）黒媛（くろひめ）を以（も）て妃（みめ）とせむと欲（お

もほ）す。納采（あとふること）の既（すで）に訖（をは）りて、住吉仲皇子（すみのえ

のなかつみこ）を遣（つかは）して、吉日（よきひ）を告（つ）げしめたまふ。」（『日本書

紀』巻第十二 去来穂別尊（いざほわけのみこと） 履中天皇（りちうてんわう）＝坂本

太郎・家永三郎・井上光貞・大野晋校注『日本書紀（二）』岩波文庫、1994年、280頁） 

 しかし、この「納采」は、わが国固有の言葉ではない。中国の古典「礼記」にその魁を

みることができる。 

『禮記 昏義第四十四』（下見隆雄『礼記』明徳出版社、中国古典新書、昭和 48 年／昭

和 61年、230～232頁）によれば、次のように書き下しされ、解説されている。 

本文：「昏禮者、將合二姓之好、上以事宗廟、而下以繼後世也。故君子重之。是以昏禮納

采・問名・納吉・納徴・請期、皆主人筵几於廟、而拝迎於門外、入揖譲而升、聴命於廟、

所以敬慎重正昏禮也。」 

書き下し：「昏礼は、二つの姓の有効をむすんで、上は以て宗廟に事（つか）へ、下は以

て後世に継（つ）がんとするなり。ゆゑに君子これを重んず。ここを以て昏礼に納采（の

うさい）・問名（もんめい）・納吉（のうきつ）・納徴（のうちょう）・請期（せいき）に、

http://ja.wikipedia.org/wiki/336%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/3%E6%9C%8815%E6%97%A5_(%E6%97%A7%E6%9A%A6)
http://ja.wikipedia.org/wiki/405%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/405%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/2%E6%9C%881%E6%97%A5_(%E6%97%A7%E6%9A%A6)
http://ja.wikipedia.org/wiki/2%E6%9C%881%E6%97%A5_(%E6%97%A7%E6%9A%A6)
http://ja.wikipedia.org/wiki/400%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/400%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%9B%B8%E7%B4%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%9B%B8%E7%B4%80
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みな主人 廟に筵几（えんき）して拝して門外に迎へ、入りて揖譲（ゆうじょう）して升

り、命を廟に聽く。敬しみ慎しみて昏礼を重んじ正しくするゆゑんなり。」 

解説：「昏礼とは、まさに二つの姓の友好を結んで、それで男性側の家は先祖をまつるみ

たまやの礼を失わないようにし、後世子々孫々にまでいたる血統を断たぬようにするもの

である。だから君子は昏礼を重視するのである。こういうわけで昏礼には数々の段階の礼

がある。まず納采にはじまり、問名、納吉、納徴、請期とすすんで昏礼が行われることに

なる。これらの礼の行い方は、女性側の家の主人は廟に筵と几とを設置し、男性側からの

使者を廟門の外で拝して迎え、門を入ると階に至るまで三回えしゃくし、階に至ると升る

ことを三回譲ってから堂に升り、廟で男性側の家からの命をきくのである。かくのごとく

するのは、敬い慎むこと重くして、昏礼を正しくするためなのである。」 

 なお、それぞれの儀式の意味内容のうち特に重要な婚姻の五礼は以下の通りだとされる。 

納采：媒妁のことがととのい、女性の方の家でこれを許せば、男性側から鴈をもって先方

に行き、妻としてむかえることを表示する礼を行う。 

問名：男性のほうから、使者を送って、女性の生母の姓氏を問わせる礼。 

納吉：問名によって廟で卜い、吉と結果がでたとき、女性側にこれを告げる礼。 

納徴：婚約の完成のため、使者をやって女性の家に幣帛を納める礼。 

請期：男性側で昏礼の期日を卜い、得た吉日で女性側にその期日を請う。 

以上が婚姻の五礼といわれ、これに昏礼を合わせて六礼ともいうとされる。 

 

 四、五世紀ころ、わが国では盛んに中国の風習を取り入れ、それをわが国に適応させた

とされるが、その際、最大の参考資料は、漢代に成立したとされる「礼記」であった。 

そして、上記の通り、結納は今日捉えられているよりずっと重要で、婚礼において本質的

な儀式であったことがわかる。 

 

 さて、今日の基本的な形式は以下のような、結納品を取り交わすところにある。常識的

なマナー事典を参考に結納品を列記し、その象徴的意味を述べる。 

（参考：成美堂出版編集部『冠婚葬祭とマナー大事典』成美堂出版、2009 年、232～233

頁） 

 九品目の結納品が正式だとされ、略式として七品、五品、三品などがある。 

①目録 関西では目録の代わりに結美和（指輪）とする場合もある。 

②長熨斗（ながのし） あわびを長く伸したもの、不老長寿を意味する。 

③金包 目録には男性は御帯料、女性は御袴料と記す。 

④末広 白無地の扇子二本。末広がり、純白無垢を意味する。 

⑤友志良賀（ともしらが） 白い麻糸を熨斗紙で包む。共白髪の意。 

⑥子生婦（こんぶ） 子孫繁栄、よろこぶの意。 

⑦寿留女（するめ） 末永い縁と強い生命力の意。 

⑧勝男武士（かつおぶし） 男性の力強さや末永い縁と強い生命力の意。 

⑨家内喜多留（柳樽・やなぎだる） 本来は清酒。現在は現金の場合もある。穏やかな柳

のように家内安全の意。 
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飾り方＝関西では一品ずつ別々の台に載せる。 

    関東では一式まとめて白木の台に載せる。 

七品（①～⑦）、五品（①～⑤）、三品（①～③）などの略式の場合は関東式に飾る。 

 

 なお、今日の一般的な結納の手順の一例は以下のように示される。 

（参考：吉沢久子監修／美和由生子著『婚礼の礼式と心得』永岡書店、昭和 61年、46～49

頁） 

「新郎家からの結納納め」  

使者（仲人であることが多い）が新郎家へ赴き、結納品を預かる。  

使者が結納品を新婦家へ持参し手渡す。  

新婦家で使者をもてなす。  

新婦家が使者へ結納品の受書を預ける。  

使者が受書を新郎家へ持参し手渡す。  

新郎家で仲人をもてなす。  

「新婦家からの結納返し 」 

(正式には結納納めの後日改めて行われるが、最近では同日に行われることが多い。この場

合、新婦側の受書と結納返しは一緒に受け渡しされる。古い考えを重んじる方の中には結

納返しを結納と同日に行うことを「つき返し」といって嫌う方もいる。) 

使者が新婦家へ赴き、結納品を預かる。  

使者が結納品を新郎家へ持参し手渡す。  

新郎家で使者をもてなす。  

新郎家が使者へ結納品の受書を預ける。  

使者が受書を新婦家へ持参し手渡す。  

新婦家で使者をもてなす。  

※ 結納・結納返しののちに花嫁道具を納める荷納め(荷物納め)が行われるが、最近では省

略されたり、結納返しと同日に行われたりすることも多い。 

※ 略式には、 

仲人と新郎家がそろって新婦家へ赴き、双方の結納品の授受を行い、新婦家が饗応する。  

新郎家・新婦家・仲人が料亭やホテルなどに一堂に会し、双方の結納品の授受を行い、会

食する方法などがある。  

※ 男性が女性の家に婿に入る婿取り婚の場合は新郎家、新婦家の対応が反対となる。  

 

 さて、以上のように今日でも結納はわが国なりの形式に翻案されて実行されているが、

実際には結婚式の 10パーセント程度だという報告もあるように、結納はあまり行われない

のが実情である。代わりに大々的に行われるようになったのが披露宴であるが、これは、

本来以下の婚礼の儀式に付随している接待の儀式であった。 

 

 

４．婚礼 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A9%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A9%BF%E5%8F%96%E3%82%8A%E5%A9%9A
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 古式婚礼とは、先に述べたように、神父もしくは牧師の導きによる神への誓いという西

洋式の形式が導入される以前の、主に家庭で行われた婚礼式を指す。式後の饗宴は、各家

庭の経済力、社会的立場などで大きく異なることはいうまでも無いが、中心になる婚礼の

式次第は、地方によって異なることがあるものの、意外と簡素なものである。 

最も基本的な例として広く紹介されている式次第の一例は以下のようなものである。 

（参考：http://sougi.oriaca.net/2005/05/post_7.html）(2012.7.24検索) 

①新郎新婦の着席…新婦が媒酌人夫人に導かれて式の間に入り 

    続いて新郎が媒酌人に導かれて着席。 

②熨斗の礼…初宴（ういきょう）ともいい、媒酌人が床の間から熨斗三方を捧げ、下座に

回ってから中央に進み、新郎新婦の中央に置く。さらに床の間の杯三方と昆布などをのせ

た三方を新郎新婦の前に置く。 

③三三九度…一般に（小杯）新婦→新郎→新婦。（中杯）新郎→新婦→新郎。 

    （大杯）新婦→新郎→新婦。 

④床の間に拝礼…「天照皇大神」「出雲大神」などの掛軸に拝礼 

⑤親子杯…父親→新婦→父親、母親→新婦→母親 

⑥親族杯…現在は乾杯式が主流。 

⑦両親・親族への挨拶 

 

一目見て分かるように、床の間の掛け軸を除いて宗教性はほとんどない。今日風に言え

ば家族婚である。むしろ、家同士を結びつけると意味で仲人が主役になっている。具体的

には儀式の最後に仲人＝媒酌人が「いく久しく」と一声を挙げて締めくくる場合さえある。 

 

 

５．熨斗（のし） 

 

 以上の、結納から婚礼の儀式の中で、熨斗（のし）は特に重要な意味を持つものである。 

石上堅著『日本民俗語大辞典』（桜楓社、昭和 58年、1010頁）によれば、熨斗とは「熨斗

鮑（あわび）のノシで、もとは正式の共同食品のこと」とされている。 

さらに「青森県地域で、年礼に古く寺院では昆布、地主などは、ノシを与えた。」とあり、

「ノシアワビは、昔の祝儀用の食物（なまぐさもの）で、今でもめでたい行事を、精進（福

島県相馬地方で物忌み中にノシアワビを見ただけでも穢れたとし聖水を浴びる）と、区別

する」と述べられる。そして、このように「延ばすこと」が、「ノシ、ヌシ」であり、それ

が晴れの食品なので、「饂飩、蕎麦、ホウトウ」なども晴れの食品、歓待用だとされ、これ

らが常食となっても、ツミイレとは区別をつけているとされる。熨斗の作り方は「鮑の耳

を切り落とし、ヘリから薄く中心に向かって剝ぎ切る」「ノシガタナ（小刀）で、作った生

のまま、また干したものが、ノシ」と、述べられている。ノシは凶事には添えず、また、

なまぐさ物にも添えないとされているように、現在でも仏事（主に弔事）などの贈答品、

魚介類の贈答品、お見舞いには、熨斗を付けないのが通例。 ただし、お見舞いは本来の意

味からつける場合も多いとされている。 

http://sougi.oriaca.net/2005/05/post_7.html
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 熨斗は多くの場合「紅白・金銀の水引とともに」用いられる。また、同様に「鯛、鰤（ぶ

り）の尾や鰭（ひれ）」を干して添えたりもする。鰹節も同様のように、「尾頭つき」とい

うように、いわば、「精進」ではないことを示すものだとされる。 

 さて、熨斗は、婚礼・婚約の「しるしもの」として、交換するもの（ノシトリ・ノシヅ

カイ―結納という）とし、披露宴では三宝に載せ、順にまわして食す、ノシヒキなどがあ

るとされる。そして、「この三宝が正月には玄関に出されて、クイヅミといわれ、年始客は

これに手をかけ、マナグイをしたつもりにし、またはその幾つかをツマミ、屠蘇（とそ）

をいただき年頭の拝謝とする」と述べられている。 

 

なお伊勢神宮の行事が熨斗の起源とされる説もある。 

参考；http://kuzaki.jp/html/awabi.html（2012.7.24検索） 

 「伊勢神宮で、6 月と 12 月の月次祭（つきなみさい）、10 月の神嘗祭（かんなめさい）

には、本物の熨斗鮑（のしあわび）を献上する儀式が受け継がれています。」 

 この熨斗鮑は三重県鳥羽市国崎町の神宮御料鰒調製所にて調製される。熨斗鮑造りは、

毎年 6 月から 8 月にかけて作業が行われ、一回に使われる鮑は約 200kg。熨斗刀と呼ばれ

る半月状の包丁で、一つ一つ皮を剥くように薄く切っていき、それを干していく。毎年 7

月 2週目の日曜日に熨斗鮑祭りが開催される。 

 その由来については、第 11代垂仁天皇の第 4皇女である倭姫命（やまとひめのみこと）

が国崎を訪れた際、「お弁」という海女からアワビを献上されたことが由来とされる。 

※倭姫命（やまとひめのみこと）：720 年に完成した「日本書紀」の垂仁朝に語られる伊勢

神宮起源譚の主人公。垂仁天皇の娘、日本武尊（やまとたけるのみこと）の伯母。 

 

 現在でも、「仏教では生臭物を避けるため。仏事でもお祝いごとの場合は戒律の厳しい宗

派では気にされるが、最近は熨斗を付ける場合も多い。」「弔事に熨斗を避けることから、

熨斗がお祝いの意味に理解されるようになり、現在市販されている御見舞と字の入った金

封・祝儀袋はほとんどが熨斗無しである。本来は熨斗鮑が長寿を願う縁起物であるので、

熨斗を付けたほうが良い。」などともされている。 

 

 このように、熨斗の歴史的意義と、現代に続く風習とは密接な関係がある。結納それ自

身は中国に由来があるとはいえ、結納品にこのような逸話を含む熨斗を組み込むわが国の

独自性は、無視することはできない。 

 

 

６．まとめ―今後に向けて 

 

 さて、論を閉じるにあたって改めて小論冒頭の婚礼の本質的意味を振り返ると、特に古

式婚礼ゆえに、列記した本質的意味が各所に示されることに気づく。 

 

http://kuzaki.jp/html/awabi.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E9%87%8D%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E9%87%8D%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9E%82%E4%BB%81%E5%A4%A9%E7%9A%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%80%AD%E5%A7%AB%E5%91%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B7%E4%BA%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%80%AD%E5%A7%AB%E5%91%BD
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① 結びの意味についてはいうまでもない。特に結納に関する「礼記」の記述にはそ

のことが色濃く示されているし、他のすべての形式的行事は「結び」を指し示し

ている。 

② 生存の意味については、むしろ婚礼の後の出産や長寿に絡むだけに、直接的な儀

式としてはあまり表には出ないが、しかし、いわば背景として常に意識され、例

えば結納品の数々の意味付けを参照すれば、まさに生存が祈念されていることは

明らかである。 

③ 文化的伝承は、示されるすべての形式とその各地域、各儀式における運営に深く

関わっている。小論の目的とも一致するが、なぜかくも形式にこだわらなければ

ならないかといえば、それが、文化だからであり、先に述べたように、倫理学的

には文化は究極の危機管理だからである。 

④ 人格的完成については昔話や神話を媒介に考えられる概念なので小論ではあまり

触れられなかったが、納采の儀に関する仁徳天皇の記述はこのことを典型的に示

唆する。日本書紀に仁徳天皇が初めて納采を行ったと記される意図には、単なる

記録を超えた、仁徳天皇の偉大さが含まれていることはいうまでもない。その偉

大な天皇の薫陶を受けた履中天皇が、正しい儀式としての納采によって婚儀を行

ったことこそが、今度は履中天皇の成熟していく姿を強調し、国を率いるにふさ

わしい立場を表すのである。 

 

 かくして、古式婚礼とその起源を考察することで、婚礼の本質的意味が改めて確認でき

た。現実的な婚礼は、時代や場所、さらには両家の個性など、複雑な条件が絡むことはい

うまでもない。要は幸せな結婚をしていただければそれでよいのであるが、時には、婚礼

の原点を振り返ることも必要なのではないだろうか。なぜなら、それは文化だからである。 

 今後は、婚礼に関する研究を深めるとともに、それが、他のさまざまな文化とどのよう

に関係しあって人類の文化を形成しているのかを考察し続けなければならない。 
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